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高萩市市民憲章昭和49年' '月'日制定
1 目然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくしうるおいのあるまちをつくりましょう

1元気で働き‘豊かなまちをつくりましょう蟻
'思いやりのあるあたたかいまちをつくりましょう ’

、
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▲ウォークラリー大会

出発地点
十
一
月
十
七
日
⑧
、
市
民
体
育
館
周
辺
を
会
場
と
し
て
、
第
一
回

茨
城
県
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
二
歳
児
か
ら
七
十
六
歳

の
高
齢
者
ま
で
約
一
四
○
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
三
人
か
ら
六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、

主
催
者
の
示
し
た
コ
マ
図
（
左
下
図
）
に
沿
っ
て
歩
き
、
途
中
に
設

定
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
問
題
を
解
き
な
が
ら
、
時
間
（
幅

の
あ
る
規
定
時
間
）
内
に
ゴ
ー
ル
す
る
き
わ
め
て
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。本

市
で
は
、
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
、
県
内
で
も
普
及
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
五
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、

大
き
な
組
織
体
や
細
則
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
委
員
会
で
は
、

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ト
同
好
会
」
（
仮
称
）
を
組
織
し
よ
う
と
愛
好
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
好
き

な
か
た
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
か
た
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
へ

念
二
三
’
二
三
一

品
ら
宙
と
同
露
見

第
一
回
茨
城
県
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

コマ図（例）
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市の発展に尽くされた

蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊議
第14回市民表彰･褒當

第
十
四
回
市
民
表
彰
・
褒

賞
が
、
十
一
月
二
十
二
日
勘

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
表
彰
・
褒
賞
は
、

市
の
発
展
の
た
め
に
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
、

市
民
表
彰
六
人
、
市
民
褒
賞

六
人
と
一
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

そ
の
功
續
を
た
た
え
ま
し
た
。ー

教
職
に
携
わ
る
こ
と
三
十
九
年
余
、

こ
の
間
、
県
北
小
中
学
校
の
校
長
と
し
て
、

県
北
教
育
界
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を

さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
高
萩

市
社
会
福
祉
協
議
会
山
手
地
区
南
支
部

を
結
成
し
て
以
来
支
部
長
と
し
て
、
さ

ら
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
及
び
評

議
員
と
し
て
、
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神

を
も
っ
て
地
域
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
、

献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。

口
市
民
表
彰

燐
在
饗
侭
串
章
語
七
Ｗ
母
斑
部
蠣
榊

》
脅
吸
ｆ
か
副
迦
剛
錨

昭
和
三
十
年
赤
浜
二
下
納
税
組
合
を

結
成
し
、
そ
の
組
合
長
と
し
て
、
組
合

員
の
指
導
並
び
に
運
営
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
十
四
年

間
、
高
萩
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
、
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
二

年
か
ら
現
在
ま
で
、
日
立
税
務
署
管
内

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事
と
し
て
、

納
税
思
想
の
普
及
向
上
と
納
税
貯
蓄
組

合
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
市
の

自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

樋

勢,縦篭？
ヘ ノチ

ヂ J ヘ､

⑬
大和田きぐ

さん

関根 治
さん

76歳
（島名）

78歳
(肥前町）

昭
和
三
十
七
年
か
ら
食
生
活
改
善
推

進
員
と
し
て
、
組
織
の
拡
大
化
を
図
り
、

ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
会
の
会

長
と
し
て
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
食
生
活
の
診
断
等
を
行
う
な
ど
、
正

し
い
食
生
活
の
知
識
の
普
及
に
活
躍
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
関
係
機
関
と
連
絡
を

密
に
し
、
成
人
病
の
検
診
、
貧
血
の
検

昭
和
三
十
六
年
か
ら
昭
和
四
十
八
年

ま
で
、
四
期
十
二
年
間
農
業
委
員
と
し

て
、
農
業
行
政
に
携
わ
り
、
こ
の
間
、
農

業
振
興
部
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
農

政
の
重
大
な
転
機
の
な
か
で
、
本
市
農

業
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
特
に

山
間
地
域
に
お
い
て
、
農
業
後
継
者
の

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
産
品
で

あ
る
コ
ン
’
一
ヤ
ク
の
共
同
販
売
体
制
の

確
立
に
貢
献
さ
れ
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
母
子
寡
婦
世
帯
の

良
き
相
談
者
と
し
て
、
世
帯
の
福
祉
向

上
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
に
、

今
日
の
母
子
福
祉
法
の
制
定
に
活
躍
さ

れ
た
。
ま
た
、
母
子
福
祉
会
の
組
織
づ

く
り
に
力
を
尽
く
さ
れ
、
高
萩
市
の
初

代
会
長
と
し
て
、
さ
ら
に
、
現
在
は
、

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会
長
と

し
て
地
域
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。

蛾
聯

I
（
？
）

鴬
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柴田菊代
さん

73歳
（上手綱）

鈴木為知
さん

75歳
(大能）

査
な
ど
事
後
指
導
へ
の
協
力
、
消
費
生
２

活
展
の
参
加
な
ど
献
身
的
に
活
躍
さ
れ
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
松
岡
婦
人
会
の
会
長
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
を
通
し

て
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

訪
蜜
縮

誕
“
、
，
鞭
遼
霧
黙

認
象
聖
潅

鋪

一
鐸
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炭
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辛
弓
尭
剥
丁
穐
》
壜
４
一
一
一
一
一
一
一
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一
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一
壱
壱
薑
、
一
》
唾
》

昭
和
十
七
年
木
工
所
を
創
業
し
て
以

来
、
戦
中
戦
後
の
最
も
困
難
な
時
代
に

業
務
に
專
念
し
、
卓
越
し
た
技
術
に
よ

り
鋳
物
木
型
等
を
製
造
し
、
後
継
者
の

育
成
並
び
に
電
気
機
械
産
業
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
信
望

を
受
け
昭
和
三
十
七
年
か
ら
高
萩
木
工

協
同
組
合
理
事
長
、
茨
城
県
木
型
工
業

組
合
理
事
長
に
就
任
、
さ
ら
に
三
十
九

年
に
高
萩
市
商
工
会
理
事
と
な
り
、
特

に
、
鉱
工
業
部
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
本
市
商
工
業
振
興
に
尽
く
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

元
高
萩
支
部
長
、
大
和
町
連
合
会
副
会

長
と
し
て
活
躍
、
住
み
良
い
地
域
社
会

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

尚
多
年
に
わ
た
り

市
民
褒
賞口 1

》

華

＃

》

諄
哉
藏
岬
６
１

橋吉向

生
け
花
を
通
じ
た

１
１



文
化
活
動
並
び
に
中
央
公
民
館
の
華
道

講
座
、
自
主
ク
ラ
ブ
の
講
師
と
し
て
、

市
民
の
文
化
的
教
養
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

鴬
叩

、
瀞

罰織瀞》や；・紗？

‐小Ｊ

永
年
に
わ
た
り
、
高
萩
専
門
店
会
理

事
長
と
し
て
、
本
市
の
商
工
発
展
に
寄

与
し
活
躍
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十

八
年
に
高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
理
事

に
就
任
以
来
、
自
ら
率
先
し
て
街
頭
で

の
交
通
安
全
活
動
を
行
い
、
事
故
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
交
通
安
全
思
想
の

普
及
を
め
ざ
し
、
特
に
、
児
童
・
生
徒
の

登
下
校
時
の
立
哨
指
導
に
尽
力
さ
れ
た
。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

叙勲おめでとうございます

元
教
育
長
の
今
川
重
道
さ
ん
㈱
Ｉ
高

戸
九
六
○
Ｉ
は
、
永
年
に
わ
た
り
教
育

界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
續
に
よ
り
、

勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

今
川
重
道
さ
ん
は
、
大
正
七
年
か
ら

三
十
八
年
間
学
校
教
育
に
務
め
、
そ
の

う
ち
小
中
学
校
長
と
し
て
二
十
一
年
間
、

一
一
教
育
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

一
教
育
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

し
た
。昭

和
三
十
一
年
に
教
育
長
に
就
任
、

灘

￥
褒
鍵
￥
覺
一
、

イ

多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
衛
生
思
想

普
及
の
た
め
薬
剤
を
共
同
購
入
し
、
蚊

と
は
え
の
防
除
に
努
め
る
い
つ
ぽ
う
、

施
設
慰
問
を
実
施
し
、
ら
い
募
金
等
を

続
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
敬
老
事
業

に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
の
記
念
品
を
つ

く
り
、
寝
た
き
り
老
人
や
老
人
ホ
ー
ム

の
慰
問
を
毎
年
実
施
し
、
さ
ら
に
市
民

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
複
十
字
シ

ー
ル
運
動
、
結
核
予
防
運
動
を
強
力
に

推
進
す
る
等
、
本
市
の
社
会
福
祉
行
政

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

愚
： メ 』診甚

今川菫道さん

勲五等双光旭日章 ：
小
規
模
校
の
学
校
統
合
を
行
い
、
東
小

学
校
の
新
築
に
着
手
し
、
教
育
内
容
の

充
実
及
び
教
育
諸
条
件
の
整
備
拡
充
を

図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
一
幼
稚
園
を

開
設
し
て
幼
児
教
育
の
基
礎
を
確
立
し

ま
し
た
。

ま
た
、
高
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
と
し
て
も
老
人
福
祉
の
増
進
に
努
め

社
会
的
に
も
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。 益子きみ代

さん

65歳
（大和町）

元
高
萩
市
消
防
団
副
団
長
の
沼
田
勝

ー

： 昭
和
四
十
二
年
か
ら
常
設
補
助
員

と
し
て
、
十
四
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、

本
市
農
業
土
木
行
政
の
進
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
年
か
ら

は
常
設
委
員
と
し
て
、
現
在
は
常
設
委

員
会
の
副
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
市

の
自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

《
職
雌

愈
壼
ゞ
藻

昭
和
四
十
五
年
第
一
回
市
民
号
を
実

施
し
て
か
ら
、
十
五
年
間
延
べ
六
千
有

余
名
の
参
加
の
も
と
、
市
民
の
レ
ク
リ

沼田勝美さん

勲六等瑞宝章

美
さ
ん
剛
Ｉ
高
戸
一
二
八
ノ
ー
Ｉ
は
、

永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
功
續
に
よ
り
、
勲
六
等
瑞
宝
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

沼
田
勝
美
さ
ん
は
、
昭
和
十
四
年
か

ら
三
十
有
余
年
間
、
消
防
団
活
動
に
貢
献

し
、
郷
土
を
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に

消
防
団
員
の
指
導
育
成
に
あ
た
り
、
当

市
の
消
防
発
展
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。昭

和
三
十
九
年
に
副
団
長
に
就
任
す

る
と
、
消
防
組
織
・
施
設
の
整
備
強
化

や
近
代
化
に
努
め
、
防
火
思
想
の
普
及

な
ど
に
も
献
身
的
な
努
力
を
払
わ
れ
、

社
会
的
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。 豊田満雄

さん

63歳
（中戸川）

エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
の
実
行
委
員
会
の
委
員
と
し
て

各
関
係
機
関
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
連
携

を
密
に
し
、
市
民
福
祉
向
上
の
た
め
尽

力
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の
常
設
補

助
員
と
し
て
、
農
業
土
木
行
政
に
積
極

的
に
協
力
さ
れ
、
地
域
社
会
の
良
き
協

力
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

聯
鷲
”

亀
『

昭
和
四
十
五
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年
の

非
行
防
止
、
健
全
育
成
に
活
動
さ
れ
、

常
に
他
の
相
談
員
の
模
範
と
し
て
、
積

極
的
に
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
年

る
。
ま
た
、
多
年

一

いる

汽
錘
越
画
ｎ
打
の
域
画
汽
曇
越
口
汽
轟
域

県のばら賞(言

萩市か后4団体
一

一

｢司

県
で
は
、
毎
年
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
個

性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
個
人
・

団
体
等
に
対
し
て
、
ば
ら
賞
、
ほ
う
賞
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
実
践
活

動
が
認
め
ら
れ
、
高
萩
市
か
ら
は
次
の
四
団
体

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

高
萩
市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
会

生
活
改
善

高
萩
武
徳
殿

ス
ポ
ー
ツ
振
興

高
萩
地
区
ト
マ
ト
経
営
研
究
会

地
域
農
業
振
興

高
萩
市
立
高
萩
中
学
校
生
徒
会社

会
福
祉

に
わ
た
り
、
高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会

高
萩
支
部
の
評
議
員
や
子
ど
も
会
関
係

等
、
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
主
要
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
野
球

の
中
で
当
連
盟
は
、
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
の
運

営
を
多
年
に
わ
た
り
担
当
し
、
本
市
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
数
々
の
大
き
な
大
会

に
も
参
与
し
、
茨
城
県
大
会
で
は
、
毎

年
一
つ
の
大
会
を
受
け
持
ち
、
見
事
に

大
会
運
営
を
こ
な
し
活
発
な
活
動
を
展

開
し
、
永
年
に
わ
た
り
功
續
を
残
し
て

い
ス
話

高
萩
市
軟
式
野
球
連
盟

３



本
格
化
す
る
高
齢
化
社
会
の
到
来
に

備
え
て
、
公
的
年
金
制
度
の
長
期
的
安

定
と
整
合
制
を
図
る
国
民
年
金
法
等
の

改
正
が
、
去
る
四
月
二
十
四
日
成
立
し
、

来
年
の
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
点
は
、

○
墓
礎
年
金
の
導
入
に
よ
る
制
度
の
再

編
成

○
給
付
と
負
担
の
適
正
化

○
婦
人
の
年
金
権
の
確
保

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。が変わります

新
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
大
正

十
五
年
四
月
二
日
以
後
生
ま
れ
の
か
た

か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
か

た
、
及
び
現
在
老
齢
年
金
を
受
け
て
い

る
か
た
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
老
齢

年
金
、
ま
た
は
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
一
の
改
正
点
は
、
国
民
年
金
と
厚

生
年
金
及
び
船
員
保
険
の
三
制
度
が
再

編
成
（
図
こ
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
国
民
年
金
は
、
そ
の
対

象
者
が
拡
大
（
図
二
）
さ
れ
、
基
礎
年

金
を
支
給
す
る
制
度
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
年
金
は
、
こ
の
基
礎
年

金
に
報
酬
比
例
分
を
プ
ラ
ス
し
て
年
金

を
支
給
す
る
制
度
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
再
編
成
に
よ
り
国
民
年

金
は
、
職
域
に
よ
る
垣
根
を
超
え
て
す

べ
て
の
か
た
に
支
え
ら
れ
る
制
度
と
な

り
、
よ
り
安
定
し
た
財
政
基
盤
が
確
立

さ
れ
ま
す
。

す
べ
て
の
国
民
に

基
礎
年
金
を
支
給

老
齢
年
金
受
給
者
は

い
ま
ま
で
ど
お
り

国
民
年
金
が

墓
礎
年
金
に

ｰ

図1 新しい年金のしくみ
(老齢臺礎年金）老齢墓礎年金

・保険料納付期間(免除を含む｡)が
25年以上あるかたに65歳から支給

･年金額600,000円(40年納付）
※昭和16年4月1日以前生まれのかたは，昭和

36年4月から60歳までの期間完納すれば，
60万円の老齢基礎年金が受けられます。

へ

現
〆一

ｲ丁
一

自営業者

’

少

ｎ
厘
礎
年
金
は
一
一
馬
蘋
凸

(障害墓礎年金）障害墓礎年金

●加入期間のうち，保険料納付期

間(免除を含む｡)が3分の2以上

あるかたが，障害者になった時

f●年金額 1級750,000円

2級600,000円 漣

（

》

リ

国
民
年
金
に
加
入
す
る
か
た

(遺族墓礎年金）遺族墓礎年金
母子型から ．

遺族年金型に●加入期間のうち，保険料納付期

間(免除を含典)が3分の2以上

あるかたが死亡した時，子のある

妻または子に支給
蓋
睡壷〉 20歳以上60歳末 厚生年金加入者

満の自営業者等 の配偶者（20歳

以上60歳未満）

●希望で加入できるかた

①60歳以上65歳未満の人

②20歳以上65歳未満の人で外国

に住んでいる日本人

③20歳以上60歳未満の人で学生

また'よ他の制度から老齢年金が受けられる人

※3号被保険者は，保険料を自

分で納める必要はありません。

厚生年金の加入

者

保険料を400円上積して

納めたかた・

老齢基礎年金を受けられ

る夫が死亡した時

3年以上納付したかたが年

金を受けずに死亡した時

(100,000円～200,000円）

幽
屋
厩

寡婦

死亡
一

劃
雪
悶

年

時金

〆~ 、

|第1第1 号被保険者と
して加入します。

難解L ノ

4

国民年金 ｜脹
I

未加入

第
一
号
被
保
険
者
の
み

次
の
独
自
給
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。



世
話
好
き
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

年
金
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

、年4月から

年金の み
世
話
女
房
の
私
も
や
が
て

年
金
の
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

民
間
の
ご
く
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
年
金
水
準
は
、
現
行
で
す
と
、
二
十

年
後
に
は
現
役
勤
労
者
の
平
均
月
収
の

八
十
三
％
に
達
し
、
妻
が
国
民
年
金
加

入
者
の
場
合
は
、
百
九
％
に
達
し
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
税
金
や
社
会
保
険
料
を

負
担
し
、
子
ど
も
の
養
育
費
を
も
負
担

す
る
勤
労
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
負
担

の
少
な
い
年
金
受
給
者
と
で
は
、
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
将
来
の
年
金
水
準
は
、
お

お
む
ね
現
在
の
給
与
水
準
（
勤
労
者
の

平
均
月
収
の
六
十
九
％
）
と
な
る
よ
う

給
付
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
る

給
付
と
負
担
の

適
正
化未来のために思いやりで

支えよう年金制度 ー

給
付
の
適
正
化
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
、

保
険
料
の
増
加
も
お
さ
え
る
こ
と
、
こ

れ
が
第
二
の
改
正
点
で
す
。

保険料負担の適正化一給付水準の適正化
な
お
、
国
民
年
金
の
給
付
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
適
正

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(厚生年金）(厚生年金） (20年後） 38．8％現行制度

hO9%109%
妻が国民年金に

加入していれば
ピーク時

28．9％

｜

’

／

60年10月～／ 改正
（現行）
現役の

平均賃金の 〆現在

10.6%68％
(労使折半）

第
三
の
改
正
点
は
、
す
べ
て
の
婦
人

に
独
自
の
年
金
権
を
保
障
す
る
こ
と
で

す
。

す
べ
て
の
婦
人
が
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
、
障
害
者

に
な
っ
た
時
や
離
婚
し
た
場
合
で
も
年

を
と
っ
た
時
に
は
、
自
分
名
義
の
障
害

基
礎
年
金
や
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
以
上
の
ほ
か
に
、

障
害
年
金
や
物
価
ス
ラ
イ
ド
な
ど
が
改

善
さ
れ
ま
す
。

幼
い
時
か
ら
の
障
害
者
の
か
た
に
も
、

二
十
歳
か
ら
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
の
「
二
十

歳
前
か
後
か
で
の
年
金
額
の
格
差
」
が

解
消
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
現
在
障
害
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
か
た
に
も
、
障
害
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
金
の
改
善

口
す
べ
て
の
婦
人
に

年
金
を

そ
の
他
の改

正
事
項

＝グ

(改E)※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

念
二
三
’
一
二
一
一
内
線
二
三
二

(現行）

厚生年金

年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
時
に
支

給
さ
れ
る
死
亡
一
時
金
の
額
が
、
納
付

期
間
に
応
じ
て
、
十
万
円
か
ら
二
十
万

円
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
、
四

月
に
繰
り
上
げ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
基
礎
年
金
の
加
算
額
に
も
物
価

ス
ラ
イ
ド
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド

死
亡
一
時
金
の
増
額

室塾一 夫
名
義

報酬比例部分厚生年金
～

報酬比例部分

’基礎年金
、

国民年金

妻
名
義Ｉ基礎年金

宮

⑪

12．4％

定額部分

加給年金



昭
和
六
十
年
第
四
回
高
萩
市
議
会
臨

時
会
が
十
一
月
十
一
日
㈲
に
開
か
れ
、

請
負
契
約
二
件
へ
予
算
一
件
を
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。〔

請
負
契
約
〕

花
貫
川
流
域
の
石
滝
、
島
名
、
秋
山
、

高
萩
（
北
方
）
地
区
の
水
田
、
一
部
畑
、

原
野
等
を
県
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
、

ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
す
る
計
画
が
、

高
萩
土
地
改
良
事
務
所
、
市
、
各
地
区

の
推
進
員
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
土
地
改
良
区
を
設
立

し
て
ば
場
整
備
事
業
に
よ
り
、
田
畑
の

区
画
整
理
、
農
道
、
用
水
、
排
水
路
等

を
設
け
優
良
農
地
を
確
保
し
て
、
農
業

第
四
回
￥

高
萩
市
議
会
臨
時
会

■
（
十
一
月
）

花
員
川
流
域
地
区
の
土
地
改
良

事
業
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

経
営
の
合
理
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
地

区
内
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
網
、
排
水

路
等
の
整
理
と
、
流
域
地
区
住
民
の
長

年
の
願
い
で
あ
っ
た
花
貫
川
流
域
の
河

川
改
修
事
業
を
同
時
に
行
い
、
災
害
の

防
止
と
花
貫
ダ
ム
の
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
市
役
所
農
林
課

合
二
三
’
二
一
二
内
線
四
五
二

○
高
萩
市
営
高
浜
住
宅
建
設
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

○
高
萩
市
営
高
浜
第
二
住
宅
建
設
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て
＄

以
上
二
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
契
約
の
議
決
で
す
。
↑

〔
予
算
関
係
〕

○
昭
和
涼
十
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
〉

議
会
事
務
局

、プ

事業の計画面積は

道路水路|j#河〆川敷 ’蕊II《獺 農 地
､ j

卜

噸

噂

”

３

猿
碑
０

、

内

浄

Ｊ

『

こ

『

ｆ

、

、

Ｊ

竿

“
、
拭
鋸
べ
、
卸
ｆ
（
叩
〃
と

謹
恥現況面積 183.6ha 13.9ha 5.9ha

牌，

計画面積

嬉減率3. 》

160 ． 9 34． 7 7．8 203 ．4

149 ．6％ 32．2％△12．3％ ロ

※上記の面積は, 1,000分の1の図面により図測したため， 多少の変更は生じます

至
仙
台

花三川流域地区計画平面図
|’ Ⅶ

二 〆一＝、『=＝ 高萩駅

〃
〃
至
日
立

h



人□33,968人・世帯数10,105世帯

去る10月1日現在で実施した国勢調査の結果がまとまりました。高萩市全体の人口・世帯数については表のとおりです

が，地域別にみると， 旧高岡村では相変わらず減少しており， また市街地中心部においても減少の傾向が見られました。

一方， 中心部近辺の地域（島名，安良川，下手綱，高浜町）では増加が目立っているのが特徴です。

55年～60年の増減

増 加 数 ｜ 増 加 率
昭和55年昭和60年分区

％７
７
ワ
ー
９昔

市

人
世

２
６
６
０

３
５
７
５

５
７
７
６

９
１32，436人

15，932

16,504

9，455世帯

人 口総数

男

女

世 帯 数

33，968人

16，688

17，280

10， 105世帯

４
４
４
６

(注：60年の数字は集計表によるもので，統計局から公表される確定数とは異なる場合があります｡）

ー

囮地域別の人口と世帯
●

■5,000人i,,000人§100人

■5‘照■''鰐置鵬
r l

、 （ ）内の数字は

〆 、 §5隼からの増減
､ーー

§ 、
l L、

高炉 旧高岡村

珈齢 1,373人｛竺161人，ー
j

舎畳毎毎1 411世帯(△6世帯） ノ
ー
‘

●旧高萩町

人口･世帯数とも増加しているが,市街地中心部で減少の傾向があ

り，特に本町，大和町，春日町ではその傾向が目立っています。逆

に島名，安良川，高浜町では増加の傾向があり，特に島名は55年と

比較すると人口で820人(24.3%),世帯で222世帯(24.8%)の増とな

っています。

●|日松岡町

人口･世帯数とも全体的に増加の傾向があり，特に下手綱の伸びは

著しく， 55年比較では人口632人(46.8％)，世帯184世帯(48.0%)の

増となっています。

、
‐
１
１
、
く
片
・
ノ
ー
ノ
ハ

１
１
戸
ｒ
Ｌ

ご
ｊ
／

●旧高岡村

全体的に減少の傾向が強く ，若栗を除く地域では，人口･世帯数と

も50年, 55年, 60年とそれぞれ減少しています。 ｰ

･一こ一・一 ・旧黒前村
〆旧松岡村f､

福平の一地域しかありませんが，人口・世帯数に変化はありませ

〉蝕9 、-－ ん．（局削6‘782人(864人） 、～

7
k､各■イ ,890世帯(269世帯）

IZ､i蟷緬､､､-､
孟鵲熟ノ

.■ ■～

到侭.別ざ瞳’
1 28人(0)

7,793世帯(387世帯）
1 11世帯（0）
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＝工業団地を訪ねて f>f , J, ､

～企業紹介～

④

新日本鍛工株式会社

■
嘩
琴

壁
画
醒

嘩
”
準

一
■
麺
簿

新日本鍛工㈱社長

ふ ない やす お

府内泰生さ/し

難灘蕊 灘
篭
灘驚議蕊灘鍵蕊鍵譲蕊

蕊灘潔#織蔚蕊#雛蔵蕊溌#齢蕊蕊鶴蕊織鶴鱗鍵 歩瞼『錦弾

新日本鍛工株式会社 神奈川県横浜市在住，奥さん

と三人の子どもさんとの五人暮

らし。趣味は，読書とゴルフだ

そ'うです。

「週に1回ぐらいの割で高萩

に来ています。気候，地形に恵

まれ，住んでいるみなさんの人

情，風情もおだやかで良いとこ

ろだと思います。私は， とくに

海が大好きなんでです』

そ
け
い
ざ
い

新
日
本
鍛
工
株
式
会
社
は
、
素
型
材

産
業
と
呼
ば
れ
る
飛
行
機
や
船
舶
、
自

動
車
、
建
設
機
械
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン
ま

わ
り
の
、
鉄
を
使
っ
て
加
工
す
る
鍛
造

品
や
機
械
加
工
品
、
金
型
な
ど
を
生
産

し
て
い
る
会
社
で
す
。

主
な
製
品
と
し
て
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

住 所 高萩市上手綱字朝山3,333-3

（手綱工業団地）

5億5千万円

鍛造品と機械加工品，金型

122,892㎡

18,497㎡

244名

昭和50年10月

資本金

主な製品

敷地面積

建物面積

社員数

操業開始

〆
）

ｌ
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
自

動
車
の
パ
ー
ツ
（
部
品
）
が
あ
り
、
細

か
く
分
け
る
と
六
百
種
類
以
上
に
も
な

る
そ
う
で
す
。

高
萩
へ
の
進
出
は
、
昭
和
五
十
年
、

そ
れ
ま
で
操
業
し
て
い
た
神
奈
川
県
の

川
崎
市
で
は
、
工
場
が
住
宅
街
に
あ
り

土
地
も
狭
く
、
仕
事
の
量
も
増
え
て
き

て
い
た
の
で
、
新
し
い
と
こ
ろ
へ
の
工

場
進
出
を
希
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
高

萩
市
や
地
域
振
興
整
備
公
団
か
ら
話
が

あ
り
、
地
元
の
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
、

手
綱
工
業
団
地
へ
の
一
番
乗
り
の
進
出

と
な
り
ま
し
た
。

本
社
は
高
萩
市
に
あ
り
、
工
場
四
、

営
業
所
七
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

高
萩
に
は
社
員
二
百
四
十
四
名
い
ま
す

が
毎
約
半
数
ち
か
く
は
地
元
雇
用
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。

府
内
社
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
社
員
に
は
、
企
業
は
生
き
も
の
な

の
で
、
情
熱
と
創
造
力
を
い
つ
も
忘
れ

ず
に
事
に
当
る
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
〔

ま
た
、
高
萩
に
進
出
し
て
十
年
が
た

ち
ま
す
が
、
地
域
の
人
々
と
の
連
帯
を

い
つ
も
念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
男
性
的
な
職
場
で
あ
り
、

設
備
の
近
代
化
や
作
業
環
境
、
軽
量
化

の
改
善
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が

ま
だ
、
三
分
の
二
の
敷
地
が
空
い
て
い

ま
す
の
で
、
徐
々
に
拡
大
の
方
向
で
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。
地
元
の
新
し
い

人
材
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
発
展
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

’

榊
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
不
足
に
よ
る

》
角
膜
乾
燥
症
に
よ
る
失
明
者
も
多
か
つ

《
》
た
。
麻
疹
の
伝
染
性
は
天
然
痘
よ
り
も

》
》
は
げ
し
く
、
一
度
流
行
し
だ
す
と
全
住

搾
民
が
老
幼
問
わ
ず
犠
牲
に
な
っ
た
の
で

蝿
ふ
め
》
ブ
（
》
Ｏ

》
冬
至
に
死
ん
だ
共
工
氏
の
子
が
疫
鬼

鐸
》
と
な
り
、
赤
豆
を
お
そ
れ
た
の
で
冬
至

癖
の
日
に
赤
豆
粥
（
か
ゆ
）
を
作
っ
て
こ

榊
れ
を
は
ら
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
共
工

織
氏
の
子
は
赤
豆
の
よ
う
な
発
疹
が
身
体

》
唖
》
中
に
で
き
て
死
ん
だ
の
で
、
疫
鬼
と
な

》
滞
っ
て
も
赤
豆
の
よ
う
な
発
疹
を
お
そ
れ

錘
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
発
疹
に
擬

嘩
せ
ら
れ
た
赤
豆
は
、
小
豆
の
こ
と
で
あ

織
ろ
う
。
「
年
中
行
事
秘
抄
」
に
も
「
冬

毒
至
の
日
に
赤
小
豆
粥
を
作
り
、
邪
気
を

群
は
ら
妄
フ
」
と
あ
る
。

罐
さ
ら
に
麻
疹
に
よ
る
角
膜
乾
燥
症
に

評
よ
っ
て
、
失
明
す
る
者
が
多
か
っ
た
の

弓

高萩の昔議と

民俗

（
一

ご ま

豆と胡麻で目を突く神様

（7）

｜
吉
子

二
言
ロ田士

心

雫
藤
堪
》
篭
＃
篭
簿
蕊
灌
騨
驚
轤
熟
ｆ
＃
驚
燕
＃
難
勤
準
ゞ
鑑
熟
》
蕪
》
難
蕪
蓬
蕊
懲
蕪
嶺
“
８

Ｔ
■

で
、
逆
に
疫
鬼
の
眼
晴
を
つ
ぶ
し
て
失
識

明
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
思
想
が
生
じ
燕

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
追
傑
（
つ
い
な
）
》
》

に
赤
豆
粥
を
作
っ
て
麻
疹
を
防
ぎ
、
門
鐸

に
柊
（
ひ
い
ら
ぎ
）
を
飾
っ
て
疫
鬼
の
》

眼
晴
を
突
き
刺
し
て
、
麻
疹
に
よ
る
失
辨

明
も
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
麻
疹
識

に
よ
る
発
疹
は
初
め
顔
面
な
ど
に
赤
豆
榊

の
よ
う
な
紅
点
を
発
す
る
が
、
暗
黒
色
群

で
麻
の
実
か
胡
麻
粒
の
よ
う
な
発
疹
を
》
》

呈
す
る
病
状
も
あ
り
、
失
明
す
る
率
が
》

き
わ
め
て
高
か
っ
た
の
で
、
大
己
貴
命
鎚

（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）
、
素
養
鳴
尊
》

（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）
、
氏
神
が
小
豆
緯

の
さ
や
で
目
を
突
い
た
り
、
胡
麻
の
殻
》
》

で
目
を
突
く
話
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
懇

ｑ
写
真
は

鬼
の
眼
暗
を
突
く
と
い
う
柊
（
ひ
い
ら
ぎ
）

::二
』#＝:,澤



十
一
月
二
十
三
日
㈹
と
二
十
四
日
⑧

市
民
体
育
館
と
中
央
公
民
館
、
さ
ら
に

そ
の
周
辺
で
、
第
六
回
産
業
祭
と
第
十

四
回
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
が
開
か
れ

ま
し
た
。

市
内
で
生
産
ま
た
は
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
食
料
品
、
日
用
雑
貨
、
工
芸
品
な

ど
を
一
堂
に
集
め
て
の
展
示
即
売
会
や
、

素
朴
な
農
村
料
理
の
直
売
な
ど
が
行
わ

れ
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
産
物
を
一
堂
に

▲大盛況の産業祭

特
に
、
二
十
三
日
出
は
祝
日
で
、
ポ

カ
ポ
カ
陽
気
と
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

市
民
が
訪
れ
て
大
盛
況
、
ふ
る
さ
と
の

豊
か
な
農
産
物
に
関
心
を
高
め
て
い
ま

し
た
。ま

た
、
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
で
は

自
動
血
圧
計
を
設
置
し
、
減
塩
対
策
と

し
て
、
梅
干
し
と
煮
も
の
の
試
食
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
主
婦
の
間
で
大
好
評
で

、
し
み
」
０

お
い
し
い
わ
れ

郷
土
の
味
に
舌
つ
づ
み

ｑ

ー

出
場
者
は
、
保
育
園
⑥
幼
稚
園
児
を

は
じ
め
、
市
内
の
小
・
中
学
生
、
ま
た

高
萩
市
民
合
唱
団
な
ど
、
十
二
団
体
、

五
百
四
十
七
人
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

会
場
は
超
満
員
、
軽一

も
た
ち
は
大
喜
び
、
い

〆

で
獣
礁
十
一
月
二
十
四
日
⑪
、
文
化
会
館
で
◎
苅
込
明
彦
さ
ん
に
ひ
と
言

》
三
耀
辨
蝦
祁
撫
鱗
輔
い
碓
鄙
腓
紺
フ
崎
懲
へ
繩
か
鮭

「
昨
年
の
五
月
に
高
萩
へ
転
入
し
て

ｒ
肌
市
民
で
超
満
員
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
恥
註
州
趣
澤
郡
池
祁
越
哺
内
に
お
勤
め

ド
を
競
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
に
湖
“
を
歌
い
ま
し
た
。
優
勝
で
き
て
、

も
か
か
わ
ら
ず
場
内
は
、
た
く
さ
ん
の
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
」
と
話
し
て
く

品
●
●
句
◆
◆
◆
●
●
①
ゆ
。
◆
●
●
◆
●
令
●
争
争
●
◆
●
◇
心
４
。
●
◆
●
●
◆
◆
◆
◆
●
◆
●
◆
◆
◆
◆
●
令
令
●
●
◆
争
●
ひ
命
。
争
今
◆
。
◆
。
◆
●
●
◆
●
●
令
争
●
◆
◆
●
◆
●
◆
申
◆
◆
。
◆
●
①
●
●
●
◆
◆
◆
◆
◆
●
令
や
◆
争
舎
●
今
参
●
●
●
●
心
●
●
●
。
●
◆
◆
寺
争
①
●
今
。
◆
争
舎
争
◆
◆
。
●
Ｃ

◆
◆
。
◆
●
◆
●
●
令
命
。
●
◆
◆
令
令
◆
◆
◆
寺
◆
今
◆
今
●
凸
や
◆
◆
ｅ
◆
●
●
◆
争
◆
◆
●
◆
凸
申
●
◆
寺
◆
◆
●
◆
◆
●
令
◆
ｏ
◆
◆
①
？
●
◆
◆
●
◆
◆
●
●
◆
●
◆
●
◆
の
●
◆
◆
●
◆
●
毎
。
◆
◆
●
●
●
◆
●
Ｇ
●
●
◆
◆
参
。
◆
◆
◆
●
争
。
●
◆
●
●
●
●
●
●
◆
◆
●
◆
●
◆
●
◆
◆
ゅ
①
由
り
か
。
●
や
●
◆

◆
◆
◆
令
●
◆
●
◆
◆
◆
凸
守
◆
●
◆
令
●
◆
◆
申
◆
◆
◆
寺
◆
。
●
◆
●
●
守
り
①
①
◆
◆
●
●
◆
。
●
●
◆
◆
令
今
●
◆
●
◇
●
①
◆
口
●
◆
◆
令
●
●
今
◆
舎
申
◆
◆
◆
◆
①
①
◆
ｅ
ｅ
ｅ
●
。
◆
。
◆
●
●
令
◆
や
◇
●
●
◆
申
争
ひ
む
●
◆
◆
◆
令
●
●
●
●
◆
争
隼
◆
◇
●
今
。
◆
争
令
◆
争
申
●
◆
の
◆
●
●
●
●
毎
分
◆

十
一
月
二
十
三
日
山
、
高
萩
市
文
化
っ
し
ょ
に
な
っ
て
大
き
な
声
で
歌

会
館
で
、
第
十
二
回
市
民
音
楽
祭
が
開
う
な
ど
、
楽
し
い
音
楽
祭
と
な
り

か
れ
ま
し
た
。
ま
し
た
。

ー

I 、 ’ 蕊識鐘鱗鍵鍵鍛MU

，淫争 鏡“ x;零蕊 沙ざ :…蕊盛津欺驚識騨謹選:． ‘吟

▲カップを手に

熱唱する苅込さん

藤蝋
………熱"…霊…%……’……

霊零琢罪承
る i蘭＄も ，、 ､急 ？ 1選熟【

識…率
○
市
長
賞

○
議
長
賞

○
教
育
長
賞

○
文
化
会
館
長
賞

○
特
別
賞

十
一
月
二
日
由
か
ら
五

日
㈹
ま
で
と
十
一
月
十
日

⑪
、
中
央
公
民
館
と
文
化

会
館
を
会
場
に
、
高
萩
市

文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た

文
化
へ
の
関
心
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
年

々
、
技
術
も
向
上
し
、
す

ば
ら
し
い
作
品
が
た
く
さ

ん
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

自
信
の
作
品
が

精
ぞ
ろ
い

ｌ
文
化
祭

苅
込
明
彦
（
高
戸
）

鈴
木
茂
（
高
萩
）

畑
中
照
代
（
安
良
川
）

長
谷
川
隆
（
高
浜
町
）

松
本
勝
彦
（
高
浜
町
）

9



私の

チャーム

ポイント
………⑪

む一つ み

岩間睦美さん

(安良川）

「
制
服
を
着
る
と
、
ぴ
ち
つ
と
気
持

ち
が
引
き
締
ま
る
ん
で
す
／
Ｌ

日
立
警
察
署
の
交
通
課
で
婦
人
警
官

を
し
て
い
る
睦
美
さ
ん
。

あ
の
婦
人
警
官
の
、
女
性
で
も
き
び

き
び
と
し
た
り
り
し
さ
に
、
昔
か
ら
あ

こ
が
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

交
通
課
で
は
、
免
許
事
務
の
手
続
き

を
担
当
す
る
か
た
わ
ら
、
街
頭
に
立
っ

た
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
取
り
締
ま
り
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

「
取
り
締
ま
り
は
、
で
き
れ
ば
許
し

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
Ｉ
。

き
び
し
い
で
す
よ
…
…
・
」
と
、
か
わ
い

い
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

ｌ
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
Ｉ

戸クイズたかはぎあれこれ一一

右の市章（市のマーク）は，

篭昭和30年に作られたものですが，

どのようなものをデザインした

ものでしょうか。

1,高萩市の「高」を図案化したもの。

2，市制施行を記念して「市」を図案化した

もの。

3，高萩市の頭文字「T」を図案化したもの。

答えのわかったかたは，市民活動課広報広聴

係まではがきでおしらせください。正解者(1

名）は，市報2月号で紹介し，粗品を差し上げ

ます。

また， 高萩に関するクイズで， 出題や解答が

広く市を紹介するような問題がありましたら，

あわせておしらせください。

〆
）

「
両
方
の
エ
ク
ボ
が
、
あ
ご
を
通
じ

て
一
つ
に
つ
な
が
る
こ
と
。
今
は
少
し

や
せ
ま
し
た
が
、
昔
は
太
っ
て
て
み
ん

な
に
よ
く
そ
う
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

性
格
的
に
は
、
何
に
で
も
（
遊
び
を

含
め
て
）
一
生
懸
命
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
し
ま
う
…
…
。
そ
ん
な
所
か
な
。
」

血
液
型
は
、
Ａ
Ｂ
型
、
三
人
姉
妹
の

真
ん
中
で
、
お
っ
と
り
し
て
い
る
け
れ

ど
、
時
々
、
と
っ
ぴ
よ
う
し
も
な
い
こ

と
を
考
え
た
り
す
る
と
い
う
、
ユ
ニ
ー

ク
な
一
面
も
。

「
〃
警
官
“
と
い
っ
て
も
、
み
な
さ
ん

し
り
ご
み
し
な
い
で
何
で
も
聞
い
て
く

だ
さ
い
。

や
さ
し
い
ん
で
す
か
ら
…
…
・
」

L ノ

無
ク
イ
ズ
た
か
は
ぎ
あ
れ
こ
れ

前
号
の
答
え
…
１
、
約
六
百
メ
ー
ト
ル

土
岳
山
は
標
高
五
九
九
・
七
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
、
東
に
は

太
平
洋
、
西
に
は
日
光
連
山
を
望
み
、

よ
く
晴
れ
た
日
に
は
遠
く
富
士
山
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

面政モニター袴塚千鶴子さん(右)からの情報です，
〈
）

凶
十
一
月
三
日
、
文
化
の

日
、
東
小
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
で
、
雲
一
つ
な
い
青
空

の
も
と
盛
大
に
高
戸
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
高
戸
祭
り
」
は
、
毎

年
、
秋
の
取
り
入
れ
が
終

わ
っ
た
十
一
月
に
、
高
戸

地
域
の
人
た
ち
全
員
が
集

ま
っ
て
行
わ
れ
る
運
動
会

で
、
今
年
で
十
回
目
に
な

り
ま
す
。

地
域
が
四
つ
に
分
か
れ

て
い
ろ
い
ろ
な
競
技
に
一

喜
一
憂
し
、
そ
の
間
に
、
子

ど
も
会
の
仮
装
や
婦
人
会

の
ダ
ン
ス
な
ど
楽
し
い
行

地
域
ぐ
る
み
で
楽
し
い
交
流

▼
一
局
戸
垂
示
り
▲

事
が
た
く
さ
ん
。

さ
ら
に
お
昼
休
み
に
は
、
声
に
自
信

の
あ
る
人
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
あ
る
な

ど
、
ふ
だ
ん
は
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
顔

を
会
わ
せ
ら
れ
な
い
地
域
の
人
た
ち
と

の
楽
し
い
交
流
に
な
り
ま
し
た
。

』ず泰顛”齢 クイズの正解者

鴬
壇

4年ほど前，子ども

たちといっしょに土岳

山に登ったんです。そ

の時，頂上にあった標

識を思い出しましてね，

それでハガキを出しま

した。

蕊
織
辮
議

季

鐸
露

｜ 鳶零
醗凸‘ 『蕊

$
し夢 り

if
蝿

、猿
皆川薫さ/し

（高浜町）
▲三世代そろって楽しい交流
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可

十
一
月
一
日
㈲
第
三
回
茨
城
県
高

齢
者
グ
ロ
ッ
ケ
ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県

大
会
が
、
笠
松
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

高
萩
市
か
ら
は
、
市
の
大
会
と
県
北

大
会
を
勝
ち
ぬ
い
て
参
加
し
た
島
名
老

人
ク
ラ
ブ
が
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
の
部
で

蓼
加
十
四
チ
ー
ム
）
み
ご
と
第
三
位
に
輝

き
ま
し
た
。

阿部さんが入賞ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
で

島
名
老
人
ク
ラ
ブ
が
二
位
に
入
賞

溌
蕃
．
・
叩
韓
詫
靜
．
・
韓
誕
瀞
．
．
溌
謡
蕊
叩
。
．
蕊
溌
騨
．
●
。
●
羅
粍
謀
．
・
蕊
詫
静
．
●
蕊
詫
否
．
’
蕊
詫
騨
・
●
典
詫
静
．
・
轟
詫
弾
．
●
・
画
謡
●
醤
，
．
・
蕊
詫
騨
．
．
。
●
蕊
誕
騨
，
．
．
，
蕊
詫
糠
．
・
葱
粍
藤
．
？
蕊
蹄
静
．
・
蕊
蹄
蕃
・
・
患
詫
篭

《下水道促進週間標語コンクール》

阿
部
秀
吉
さ
ん

（
島
名
）

…

慰

下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、

下
水
道
促
進
週
間
に
合
わ
せ
て
茨
城
県
が
実
施
し
た

昭
和
六
十
年
度
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
高
萩
市
か

ら
阿
部
秀
吉
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

羊

晶

茨
城
県
下
水
道
促
進
協
議
会
長
賞

「
街
の
美
化
流
れ
を
替
え
た
下
水
道
」

「
市
報
八
月
号
で
、
下
水
道
促
進
の

標
語
募
集
を
知
り
、
応
募
し
ま
し
た
。

ま
さ
か
、
入
賞
す
る
と
は
…
…
。
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
昔
、
向
洋
炭
鉱

に
勤
め
て
い
る
と
き
、
会
社
の
火
災
予

防
週
間
の
標
語
で
、
最
優
秀
賞
を
も
ら

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
よ
。
」

…

…露…＝ ~

ー

君
田
小
学
校
（
茂
又
成
徳
校
長
）
で

は
、
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
六
十
年
度
学
校

林
活
動
及
び
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー

ル
（
小
学
校
の
部
）
で
入
選
し
、
十
一

月
五
日
に
行
わ
れ
た
茨
城
県
森
林
ま
つ

り
式
典
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

市
民
憲
章
の
自
然
を
大
切
に
す
る
運

動
の
一
つ
と
し
て
父
兄
の
み
な
さ
ん
を

は
じ
め
、
児
童
や
先
生
が
た
の
日
ご
ろ

の
努
力
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

総
合
で
準
優
勝
を
獲
得

県
民
ス
ポ
ー
ッ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
一
月
十
日
㈲
、
日
立
市
池
の
川
運

動
公
園
で
、
昭
和
六
十
年
度
県
北
ブ
ロ

ッ
グ
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
萩
市
か
ら
は
三
百
五
十
二
人
が
参

加
、
二
十
四
種
目
に
わ
た
る
競
技
の
結

果
、
総
合
で
み
ご
と
準
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
賞
八
君
田
小
学
校
Ｖ

で
入
賞

十
月
十
六
日
㈱
、
午
後
十
時
す
ぎ
に

大
和
町
地
内
で
発
生
し
た
火
事
を
、
早

期
発
見
、
初
期
消
火
、
通
報
な
ど
冷
静

沈
着
な
行
動
を
と
り
、
建
物
火
災
を
未

然
に
防
い
だ
と
し
て
消
防
署
か
ら
、
次

の
三
人
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

渡
辺
惇
、
郭
大
成
（
以
上
大
和

町
）
、
佐
川
博
司
（
東
本
町
）

高萩の特産物が大好評 建物火災を防ぎ

消防署から表彰

「
高
萩
の
特
産
物
は
い

しｖ
か
が
で
す
か
。
」
と
グ
リ
ー

ノイ
ン
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

万
バ
ル
が
、
十
一
月
四
日
側

工
に
常
陸
太
田
市
の
山
吹
運

堕
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た

さ
こ
の
催
し
は
、
高
萩
市

宅
を
含
む
県
北
山
間
地
域
十

〆ン
八
市
町
村
の
振
興
を
図
る

た
た
め
の
組
織
〃
グ
リ
ー
ン

ク
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
“
の

設
立
を
記
念
し
て
開
か
れ

た
も
の
で
す
。

会
場
を
訪
れ
た
人
は
約

三
万
人
、
秋
晴
れ
の
も
と

県
北
地
域
の
味
覚
に
舌
つ

ー

騨鼠 澱‘･ "』

:"角 侭
鰈:為
蕊渡

鎧 息

づ
み
を
打
ち
な
が
ら
、
特
産
物
を
買
う

人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

高
萩
市
か
ら
出
展
し
た
も
の
は
、
し

い
た
け
、
お
こ
し
、
ハ
ム
、
み
そ
、
牛

の
み
そ
漬
、
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
、
竹
細
工

な
ど
で
、
多
く
の
人
た
ち
の
大
好
評
を

得
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
指
導
員

の
研
修
会

高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
十

一
月
二
十
二
日
㈱
、
文
化
会
館
で
交
通

安
全
指
導
員
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

参
加
者
は
約
二
百
人
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
川
上
裕
之
先
生
の
講
演

を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

I
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問
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
季
節
で

す
が
、
体
の
面
で
ど
ん
な
点
に
注
意
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
ゞ
７
か
。

答
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
冑
と
小
腸
で
吸

収
さ
れ
血
中
に
入
り
ま
す
。
血
中
の
ア

ル
コ
ー
ル
は
約
九
十
％
が
肝
臓
で
分
解

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
飲
め
ば
飲
む

ほ
ど
肝
臓
の
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で

す
。
分
解
さ
れ
な
け
れ
ば
二
日
酔
い
で

す
。
健
康
な
人
が
翌
日
に
残
ら
な
い
量

は
、
ピ
ー
ル
ニ
～
三
本
、
日
本
酒
は
、

お
ち
よ
う
し
一
～
二
本
、
ウ
ィ
ス
キ
ー

ダ
ブ
ル
一
～
二
杯
ま
で
で
す
。

で
は
、
お
酒
を
飲
む
と
き
の
注
意
点

で
す
が
、

○
お
つ
ま
み
を
食
べ
る
。
（
油
っ
こ
い
も

の
、
卵
・
肉
・
魚
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
、

お
酒
は
楽
し
く
飲
む
も
の

／ごー
ん

保に
健ち
婦は
て／

莫一

はちにん」，／

婦健保て

潔

（1歳6か月児健診にて）

下山田もとみちゃん(1歳7か月）

とお母さんの雅子さん

く上手綱448〉

野
菜
、
く
だ
も
の
。
）

○
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
飲
む
。

○
自
分
の
適
量
を
知
る
。

○
週
に
二
日
は
酒
な
し
日
を
つ
く
る
。

○
体
調
の
悪
い
日
は
飲
ま
な
い
。

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

問
お
酒
を
飲
む
と
き
の
人
間
関
係
に

つ
い
て
は
、

答
や
は
り
、
自
分
も
他
人
も
共
に
楽

し
く
な
る
よ
う
飲
む
こ
と
で
す
。
酒
を

介
し
て
人
と
交
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
酒

と
だ
け
付
き
合
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ね
た
み
、
不
満
は
酒
を
介

さ
な
い
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
。
相
手
を
思

い
や
れ
ば
、
酒
の
無
理
じ
い
も
で
き
な

い
は
ず
で
す
。

酒
は
、
肝
臓
に
飲
ま
す
の
で
な
く
頭

で
飲
む
も
の
、
酔
う
の
は
体
で
な
く
心

で
す
。
つ
い
誘
わ
れ
て
、
は
し
ご
酒
と

な
り
が
ち
で
す
が
、
無
理
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
ね
。

ちょっとはずかしがりやのもとみちゃ

ん｡でも,お兄ちゃんと遊ぶときは，負け

ずぎらいの性格を発揮してがんばります。

最近，やっとごはんを食べるようにな

りましたが，ほ乳びんはまだ離せないの

よ・

に

一
） 粥

粥

＝－”

太
陽
系
の
果
て
を
め
ぐ
り
、
七
十
六

年
も
の
長
い
孤
独
な
旅
を
続
け
て
き
た

ハ
レ
ー
す
い
星
が
、
先
月
二
十
七
日
地

球
に
第
一
回
目
の
接
近
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
そ
の
尾
を
の

ば
し
〃
ほ
う
き
星
〃
の
名
の
と
お
り
、

雄
大
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

双
眼
鏡
や
望
遠
鏡
な
ど
手
軽
な
装
備

で
見
ら
れ
る
こ
の
宇
宙
シ
ョ
ー
と
の
出

会
い
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
五
○
名

申
し
込
み
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

念
二
三
’
一
三
二
一

※
来
年
三
月
に
も
再
度
開
催
す
る
予
定

で
す
も

、
八
ハ
ゾ
ゾ
ノ

星
へ
い
手
す
シ
ー
宙

し
字

、
の
Ｊ
度

ノ
噂
一

近
こ

接
望

大
一

ノ
ノ
Ｃ
、

と
き
十
二
月
二
十
七

日
（
金
）

十
九
時
～
二
十

一
時
、
雨
天
及

び
曇
天
の
場
合

は
二
十
八
日
⑮

と
こ
ろ
参
加
者
あ
て
通

知

会
費
無
料

講
師
吉
久
保
忠
先
生

主
催
高
萩
市
自
然
を

愛
す
る
友
の
会

後
援
高
萩
市
教
育
委

巨
貝
今
云

市
懲
暮
地
の
空
き
徳
用
区
画
の
使
用

者
を
募
集
し
ま
ず
。
：

一
、
隼
霊
園
の
所
在
地
堂
高
萩
市
象
字
赤

浜
字
大
久
保
三
六
四
番
地

二
、
募
集
の
区
画
．
・
傘
鰯
洋
式
葱
六
区
画

お
預
り
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
乳
児
と

は
○
歳
か
ら
一
歳
ま
で
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

家
族
や
介
護
者
が
、
病
気
、
出
産
、

旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
か
た
に
限
り
、
短
期
間

（
原
則
と
し
て
一
週
間
以
内
、
昼
夜
）

お
預
り
し
て
い
ま
す
。
《
※
な
お
、
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

念
二
三
’
一
二
二
内
線
三
五
二

身
体
障
害
者
療
護
施
設

在
宅
の
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
、

か
ら
だ
の
不
自
由
な
か
た
の
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
内
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ

盆
二
三
’
二
一
二
内
線
三
五
四

高
萩
霊
園
墓
地
（
西
洋
載
》
の

使
用
者
を
募
集

（
》

乳
児
院

母
親
の
出
産
や
病

気
、
あ
る
い
は
家
族

酷
の
看
病
な
ど
の
た
め

利
に
、
必
要
と
認
め
ら

の
れ
る
か
た
に
限
り
、

短
期
間
二
か
月
以

内
・
昼
夜
）
乳
児
を

保
育
所

市
内
の
保
育
所
で
は
、
し
つ
け
や
こ

と
ば
な
ど
の
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る

○
歳
児
か
ら
五
歳
児
前
後
の
育
児
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
水
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時

個
人
事
業
経
営
者
の
み
な
さ
ん
へ

ｌ
白
色
申
告
者
の

決
算
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
ｌ

昭
和
五
十
九
年
度
の
所
得
税
法
の
改

正
に
よ
り
白
色
申
告
者
（
個
人
）
に
も

記
帳
、
保
存
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
決
算

説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席

く
だ
さ
い
。

と
き
昭
和
六
十
年
十
二
月
十
六
日

㈲
、
午
後
一
時
三
十
分
～

と
こ
ろ
日
立
税
務
署
三
階
会
議
室

説
明
内
容
収
支
内
訳
書
の
作
成
方
法
、

そ
の
他

※
詳
し
く
は
、
日
立
税
務
署
へ

念
○
二
九
四
’
二
一
’
六
三
四
六

三
、
鰄
蕊
地
の
綾
用
料
及
び
管
理
料

Ｊ

岩

、

『

掬

ｒ

『

、

奄

『

韻

ｒ

設

壬

設

釦

『

壬

庖
？
、
蕊
侭
磨
鍵
？
睡
驚
證
五
麓
矧
？

“
ｒ
榊
稗
鋤
管
理
料
ご
年
間
〉
二
千
蝋
百
円

鋤押串蝿、篭暉選繊讓溌譲篤二霜錘難が：一

ぎら、市役所衛生課で受け付『』椴『串泌噸肌』》』且』釦』』『ｆｆ『』ＪいＪ“

議
糺
￥
勝
議
議
や
苓
溌
蕊
率
蕊
↑
鳶
、
電
ゞ

串

鉛

群

秘

ｆ

評

ｆ

ｆ

〆

壬

貼

』

ｆ

※
詳
む
く
は
‘
衛
生
課
澤
査
二
悪
－
二

串
Ｊ
目
Ｊ
錦
Ｊ
や
齢
肌
ｆ
評
ゞ
逗
塞
室
慰
織
肇
六
謹
湾
錘
鐙
溌
ぞ
。
謡
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「
■
戸

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

休
み
に
な
り
ま
す
。
砲
ま
で
、
市
役
所
は
年
末
年
始
の
休
み

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
の
収
集
年
末
の
し
尿
く
み
取
り
の

に
入
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
、

＊
持
ち
込
み
時
の
注
意
申
し
込
み
は
早
め
に

年
末
の
収
集
は
、
予
定
通
り
十
二
月
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

三
十
日
側
ま
で
行
い
ま
す
が
、
収
集
ヵ
ゴ
ミ
は
四
種
類
に
分
け
て
処
理
し
て
毎
年
、
十
二
月
中
旬
こ
ろ
に
申
し
込
死
亡
届
け
等
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

レ
ン
ダ
ー
の
収
集
予
定
地
域
に
限
り
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
降
ろ
す
場
所
も
み
を
さ
れ
て
も
、
混
雑
の
た
め
年
内
に

す
の
で
、
そ
の
他
の
地
域
は
直
接
北
部
衛
違
い
ま
す
の
で
、
必
ず
分
け
て
降
ろ
せ
収
集
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
名
刺
交
換
会

生
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。
る
よ
う
積
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
で
、
早
め
に
、
次
の
収
集
業
者
に
直
接
昭
和
六
十
一
年
の
新
年
名
刺
交
換
会

一
月
の
ゴ
ミ
収
集
は
四
日
出
か
ら
で
す
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く

＊
ゴ
ミ
の
種
類

の
で
、
収
集
日
以
外
は
出
さ
な
い
で
く
高
萩
清
掃
社
恋
二
二
’
二
六
五
三
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
収
集
カ
レ
《
ノ
ダ
ー
や
分
別
収
集
の
し
飯
島
清
掃
社
金
二
二
’
二
二
六
三
と
き
昭
和
六
十
一
年
一
月
四
日
出

お
り
を
よ
く
読
ん
で
、
ま
ち
が
い
の
な
十
王
清
掃
社
恋
三
二
五
五
○
五
午
前
十
一
時
か
ら

＊
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
※
し
尿
収
集
は
十
二
月
三
十
日
側
ま
で
と
こ
ろ
文
化
会
館

十
二
月
二
十
八
日
出
、
二
十
九
日
側
※
年
末
の
大
掃
除
な
ど
で
出
る
多
量
の
会
費
千
円
（
当
日
支
払
じ

一
月
四
日
出
開
始

は
、
平
常
通
り
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
ゴ
ミ
及
び
会
社
や
事
務
所
等
の
大
掃
除
申
込
先
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
課

午
後
四
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
集
積
所
に
出
さ
ず
、
年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業

セ
ン
タ
ー
ま
で
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
直
接
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
を
は
が
き
に
書
い
て
、
十
二
月
十
四
日

三
十
一
日
㈹
か
ら
一
月
三
日
㈱
ま
で
は
込
み
く
だ
さ
い
。
十
二
月
二
十
九
日
側
か
ら
一
月
三
日
鋤
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年末・年始の

交通事故防止県民運動

12月10日から

1月10日まで

1滴の酒が

狂わす目と心

気をくばろう
こども自転車おとしより

＝

今
年
は
、
終
戦
四
十
周
年
に
当
た
り

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
、
国
と
し
て

改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
わ
す
た
め
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
○

○
支
給
対
象
者

満
洲
事
変
（
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
）

以
後
の
戦
没
者
等
の
遺
族
で
す
。
た
だ

し
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
に
お
い
て

同
一
の
戦
没
者
等
に
関
し
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
、
遺
族
援
護
法
に
よ
る

戦
没
者
等
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

遺
族
年
金
、
遺
族
給
与
金
等
の
受
給
権

を
有
し
て
い
る
遺
族
は
受
給
で
き
ま
せ

ん
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

念
二
三
’
一
二
二
内
線
三
五
五

街
頭
献
血
の
お
し
ら
せ

と
ン
さ

と
こ
つ
つ

十
二
月
二
十
五
日
附

高
萩
駅
東
口
十
時
～
十
一
時

三
十
分
．
十
二
時
三
十
分
～

～
十
六
時
高
萩
駅
西
口
十

時
～
十
二
時
三
十
分
．
十
三

時
三
十
分
～
十
六
時

ー

来
年
、
一
月
十
五
日
の
午
前
十
時
か

ら
、
文
化
会
館
で
「
第
三
十
二
回
成
人

式
」
を
行
い
ま
す
。

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
簡
素

化
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け

避
け
て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
式
典
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
昭
和

四
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
す

成
人
さ
れ
る
か
た
に
は
、
直
接
は
が

き
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
出
身
者
で
帰
省
し
て
い
る
か
た

ま
た
は
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成
人
該

当
者
に
も
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
誘
い
願

い
ま
す
。

成
人
式
は
平
素
の
服
装
で

来
年
四
月
採
用
の

・
℃
職
浸
募
集
に
つ
￥
い
て
》

一
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道

組
合
で
は
、
来
年
四
月
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
：
：
…

ゞ
職
種
は
次
の
と
お
り
で
す

い
一
般
事
務
二
名

￥
：
土
木
関
係
二
名
ご
口

！
な
お
、
詳
し
く
は
、
日
立
・
高
萩

・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
庶
務
課
へ

お
問
い
合
ぬ
せ
く
だ
さ
い
心

、
詫
設
鋸
斗
畔
晶
、
韻
、
設
韻
、

殻
三
二
川
五
五
九
五
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日曜当番医

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

囮
寄
贈
衛
生
課
へ

街
頭
献
血
用
テ
ン
ト
ー
張

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

囮
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
大
都
直
光
さ
ん

古
書
寄
贈

○
斎
藤
真
治
さ
ん

善
意
あ
り
が
と
う

初 冬 絵と文伊藤龍馬

十二月に入ると，そろそろ霜も降りて，北風も吹き出し，

木々は－枚一枚と葉を落として， あたりは静寂な姿を見せて

くる。しかし初旬はまだ小舂日和も続いて，咲き残りの山茶

花や小菊など，最後の彩りを残している。

白
琿
々
戸

安
良
川

戸

一

申
込

と
き

と
こ
ろ

参
加
費

対
象

図
書
館
の
休
館
日
の
お
し
ら
せ

年
末
年
始
は
次
の
と
お
り
お
休
み
で

す
。
な
お
、
返
却
ポ
ス
ト
は
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
。

十
二
月
二
十
七
日
㈱
か
ら

一
月
六
日
㈲
ま
で

と
き 第

十
一
回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

昭
和
六
十
年
度

少
年
ス
キ
ー
教
室
の
開
設

高
校
生

十
二
月

二
十
五

市
民
体

一
月
十
一
日
出
～
十
二
日
⑧

猪
苗
代
ス
キ
ー
場

一
万
円

小
学
五
年
生
以
上
、
中
学
・

高
校
生
、
定
員
四
十
名

十
二
月
二
十
日
③
～
十
二
月

月

一
十
六
日
側
小
雨
決
行

日
湘
ま
で

種
目
別
二
キ
ロ
（
親
子
）
の
部
、
五

キ
ロ
の
部
、
十
キ
ロ
の
部

出
場
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、

市
内
の
事
業
所
、
学
校
に
勤

務
、
通
学
し
て
い
る
か
た
。

（
市
外
の
か
た
は
オ
ー
プ
ン

参
加
と
し
て
認
め
ま
す
。
）

参
加
費
一
般
、
親
子
、
オ
ー
フ
ン

ー
、
五
○
○
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

一
、
○
○
○
円

申
し
込
み
先
一
月
十
日
㈱
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
、
市
民
体
育

館
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

六
」
い
ｏ

主
催
高
萩
市
体
育
協
会

※
詳
し
く
は
、
市
民
体
育
館
へ

壷
二
三
’
二
五
五
二

;蝉…i鍋灘撫溌雛晶競鵜瀞智“隷蹴乳識懲篭露篭:鍔鐡識嚥溌擬…燕辮斑職櫛迩蒋雰議蕊窺…職蕊肉懸…擬輝1＃

、

国勢調査人口概数

人口 33，968

男 16，688

女 17,280

世帯 10,105

(蕊藍渕
瞥…糖掛瀞蝋騨…識蕊麓溌総蕊鑑識瀞

－12月の納税一（
｝

部

軍
踊
岬
踏
鮮
濫
騨
埋
凸
諏

固定資産税
（3期）

都市計画税’
瀞
野
溺
Ｕ
拙
‐

国民年金(3期）

納期限12月25日

難

か

篭鐵溌徽鮮灘警鶏…;識;熱↑…瀧認溌憩職錨蝿駕螺鵯…轍

宮
沢
明
子

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

松
竹
歌
劇
団
「
Ｓ
Ｋ
Ｄ
レ
ビ
ュ
ー
」

と
き
一
月
十
九
日
⑧

午
後
一
時
（
高
萩
ス
タ
ン
プ
会
の
ご
招
琶

午
後
五
時
一
般

入
場
料
Ａ
席
三
、
○
○
○
円

Ｂ
席
二
、
八
○
○
円

出
演
千
羽
ち
ど
り
ほ
か

入
場
券
発
売
日
十
二
月
四
日
附
～

と
き
三
月
二
十
三
日
⑧

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
…
…
…
…
…
：
…
・
・
：
●

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、
文

化
会
館
狂
二
三
’
七
四
二 瀞貰瀞

除”
職

鶴誇謡蕊
テレフォンサビス「市政案内」は 23-1151 . 1152です－

12月29日

1月5日

1月12日

1月19日

飯島医院

圃渡医院

石病院

十王医院

全生堂医院

大和田］

大和町

東本町

十王町

本町

22-2235

22-2202

23－1711

32－3266

22－2306


